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蓮遊水地だより 蓮区内全戸配布

令和８年９月号 No.24  
千 曲 川 河 川 事 務 所
飯 山 市

「蓮遊水地整備起工式」を開催しました
ご報告

令和８年８月26日(水)、飯山市文化交流館なちゅらにおいて、「蓮遊水地整備起工式」
を開催しました 。来賓及び地元の皆様ご出席のもと、工事の安全と着実な進捗を願い、
鍬入れを行いました。
式典終了後、アトラクションとして飯山市立秋津小学校の５・６年生の皆さんに合唱を

披露していただき、心温まる歌声が会場に響き渡りました。

●事業全般、工事に関すること 千曲川緊急治水対策出張所 電話 0269-67-0450
●事業用地の管理に関すること 千曲川河川事務所 中野出張所 電話 0269-22-2729
●用地補償に関すること 千曲川河川事務所 用地第二課 電話 026-227-0337
●地内耕作に関すること 飯山市役所 道路河川課 電話 0269-67-0737

お問合せ先

〈祝辞をいただいた来賓の皆様〉

【概要】
開催日時：令和８年８月26日（水）10:00～11:15

会 場：飯山市文化交流館なちゅら

主 催：国土交通省北陸地方整備局千曲川河川事務所、

千曲川改修期成同盟会、飯山市

出 席 者 ：新田長野県副知事（知事代理）、

【28名】 若林衆議院議員、杉尾参議院議員、

羽田参議院議員、若狹衆議院議員(代理)、

長野県議会議員、飯山市議会議員、地元

関係者(飯山市農業委員会会長、はちす耕作会

会長、蓮区公共事業対策委員会委員長、地元

区長等)、(一社)長野県建設業協会会長(代理・

副会長)、(一社)長野県建設業協会飯山支部長、

(一社)飯山市建設業協会会長 他
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新田長野県副知事
(知事代理)

若林衆議院議員 杉尾参議院議員 羽田参議院議員

秋津小５・６年生による合唱「祈り」

あたたかな歌声に感動の拍手が起こりました
すてきな合唱をありがとうございました

③ 工事用道路（仕切堤付近ルート）中央灌配渡河部の工事内容について

◆「仕切り堤付近ルート」の中央灌配の渡河部は、既存の中央灌配の柵渠への影響を避
けるため、現在の中央灌配の川底に敷砂利を行ったうえで、ポリエチレン管（直径80
cm・１本）、予備管路（直径10cm・２本）を設置し、盛土、敷き鉄板を設置します。

◆工事は10月中旬から下旬にかけての約10日間を予定しています。

平面イメージ

A – A 縦断（国道側より望む）縦断図（平面図のA-Aの位置）

横断図（平面図のB-Bの位置）

B – B 横断（水路上流側より望む） 施工準備
・中央灌配水路に大型土のうを設置し、施工箇所を締め切る。
・水路内に流れる水は仮ポンプにて切り回す。

水路内土砂撤去
・バックホウと人力を併用し、施工箇所における中央灌配内
の土砂を撤去する。

基礎砕石
予備管路設置

・バックホウにて単粒砕石を投入する。
・同時に予備管路として塩ビ管φ100を設置する。

横断管設置
・ポリエチレン管をバックホウで吊り込み、所定の高さに設
置する。

埋戻し
・ダンプトラックにて運搬した土砂をバックホウを用いて埋
戻し、沈下しないようにキャタピラで転圧する。

法面保護 ・埋戻完了後、管路端部の盛土部を保護する土のうを積み上
げる。

（完成）

施工手順

〈鍬入れの様子〉
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仮締切
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仮設工事用道路 幅員5.0m
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仮締切
大型土のう

管路延長 11.0m
塩ビ管φ100（予備管路）

水路内に流れる水の切回し

管径
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ポリエチレン管φ800
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法面保護

盛土
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下池排水樋門工事の工事用道路として、以下の２ルートを整備します。

⑴左岸堤防ルート（令和８年９月14日(月)～25日(金) に工事実施予定）

車両同士のすれ違いのため、堤防道路の一部を拡幅した待避所を７箇所設置します。
工事中も一般車両、歩行者の通行は可能ですが、少しお待ちいただく場合や、一時
的な通行止め（1日数回/1回30分程度）により迂回をお願いすることがあります。

⑵仕切堤付近ルート（令和８年10月上旬～下旬 に工事実施予定）

千曲川の堤防付近から集落側に向かって工事用道路の盛土を行い、敷き鉄板を設置
し、途中で中央灌配を渡り、国道292号に至ります。
（中央灌配 渡河部の工事内容については次ページをご確認ください。）
なお「仕切堤付近ルート」は、安全のため一般車両は通行できません。

② 下池排水樋門工事に伴う工事用道路の施工内容について蓮区公共事業対策委員会において、ご説明を行いました
ご報告

９月３日(木)、中山根集落センターで開催された蓮区公共事業対策委員会に出席させて
いただき、千曲川河川事務所より以下の事項についてご説明しました。

① 下池排水樋門工事の工程について

② 下池排水樋門工事に伴う工事用道路の施工内容について

③ 工事用道路（仕切堤付近ルート）中央灌配渡河部の工事内容について

今後、本格的な工事に順次入らせていただきます。安全かつ着実に工事を進め、１日も
早い完成を目指してまいりますので、引き続き、皆様方のご理解・ご協力をお願いいたし
ます。

交通誘導員配置 ※
（国道292号付近）

古牧橋北

迂回路

※交通誘導員の配置は現時点での想定です。
後の協議などで変更が生じる可能性があります。

市道・農道と工事用道路の交差点
（敷鉄板で保護します）
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凡例
･･･堤防天端通行止区間
･･･工事用道路 左岸堤防ルート
･･･工事用道路 仕切堤付近ルート
･･･車両待避所

▸ 工事に伴い、下図のとおり堤防道路の通行止めを実施します。

▸ 期間は令和８年10月１日～令和10年３月31日までを予定しています。

▸ 現地では予告看板を９月18日頃までに設置し、皆様にお知らせします。

古牧橋北

国道292号
国道292号

交通誘導員
（古牧橋北信号付近）

交通誘導員
（宮沢川樋門付近）
※鉄板搬入がある際は
誘導員を配置します

下池排水樋門
工事箇所

中央灌配 渡河部

工 種
９月 10月 11月

上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬

工事用道路（左岸堤防ルート）

工事用道路（現場川裏坂路）

工事用道路（仕切堤付近ルート）

中央灌配渡河施設（ 〃 ）

伐採・測量

仮締切

堤防掘削

（上今井遊水地から土砂運搬）

① 下池排水樋門工事の工程について

◆下池排水樋門工事は、令和８年９月中旬から工事用道路設置に着手した後、仮締切設
置、堤防開削、樋門・函渠本体工事、堤防復旧、護岸工事、堤外水路工事と順次行い、
令和10年３月末の完成を目指します。

◆排水樋門施工箇所では、令和８年10月末から仮の締切堤防を設置し、11月上旬から本
工事に着手します。

◆工事に伴う堤防道路の通行止めは令和８年10月１日から開始予定です。
（右ページの下部をご確認ください。）

◆令和８年９月から11月の工事予定は下表のとおりです。

◆下池排水樋門工事に使用する土砂は、上今井遊水地の掘削土砂を有効活用します。

◆土砂運搬は９月中旬から11月上旬までの間、古牧橋側から左岸堤防ルートでの搬入を
予定しています。１日あたりの土砂搬入量は最大200m3程度（１時間当たりダンプト
ラック４～５台程度）を想定しています。

 工事に伴う堤防道路の通行止めについて⑴ 左岸堤防ルート
工事期間

⑵ 仕切堤付近ルート
工事期間

車両待機所
約200m間隔
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